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§１．研究実施体制 
（１）「支え手側における新価値 IKIGAI の計測と定量化、IKIGAI 場づくり」グループ（東京大学） 
① 研究開発代表者：飯島 勝矢 （東京大学未来ビジョン研究センター、教授） 
② 研究項目 

・ IKIGAI 計測・特徴量の抽出、客観指標の開発 
・ IKIGAI マップによる可視化 
・ IKIGAI マップの利活用、介入のデザイン・開発 
・ 地域貢献活動従事者（例. フレイルサポーター）が「新たな価値観を含んだ生きがい」を感じる状況や場面

の実態調査・解析 
・ 活動者個々人の IKIGAI 軌跡（経時的変化）の可視化と分析・類型化 
・ 他の地域活動（例: 趣味、学習、スポーツなど）への発展的応用展開 
 
（２）「支え手側 IKIGAI の新たな仮説モデル構築」グループ（西武文理大学） 
①主たる共同研究者：菅原 育子 （西武文理大学サービス経営学部、准教授） 
②研究項目 

・ 「生きがい」に関連する心的状態に関する諸概念および主観指標の整理 
・ 地域貢献活動従事者（例. フレイルサポーター）を対象とした質的調査による新価値 IKIGAI の仮説モデ

ル構築 
・ 地域貢献活動従事者を対象とした量的調査による IKIGAI の主観指標の開発・測定 
・ フレイルサポーター活動現場における、主観指標に結び付けた客観指標 IKIGAI の検証 
 
§２．研究開発成果の概要 
 本研究は地域貢献活動における「地域高齢住民の支え手側」の生きがい感を、①目的・動機づけや達成感、

②継続性を生む本人の居心地良さと継続性、③他者とのつながりを基盤とする地域貢献・関係の 3 要素と成す

新概念「新価値 IKIGAI」を再構築し、個々の主観に基づく活動中の感情や行動情報から、その新たな生きが

い感を客観的に可視化・定量化することを目的とした。令和４年度は、地域貢献活動の支え手側である高齢住

民フレイルサポーターを対象に、多くの活動経験に対しインタビュー及びアンケート調査を実施し、上記 3 要素

の質的・量的変化の関連性を構造化し、IKIGAI の可視化を行った。 
 具体的には、「新価値 IKIGAI」の仮説モデル検証として、以下である。 
① フレイルサポーターを対象としたインタビュー調査を実施し、社会貢献活動を通して経験する多面的な生き

がい感の具体的な要素を抽出した。 
② その結果をもとに質問項目案を作成し、社会活動を行う幅広い一般成人 1290 名（高齢者以外の世代も含

む）を対象とした Web 調査によって、IKIGAI 主観指標の因子構造の妥当性を検討した。 
③ Web 調査を踏まえ、多様な生きがい感の主観指標項目を改良し、⑴全国フレイルサポーター（2000 名弱）

への再評価、⑵東京都西東京市モデル地域のフレイルサポーター20 名を対象に、主観指標および客観

指標の両方の測定を行い、IKIGAI の主観データを基盤としながら客観データの整合性を検討した。ちな

みに、新価値 IKIGAI の客観指標として、(i)音声、(ii)表情、(iii)姿勢、(iv)活動量（歩数、心拍数）から特

徴量を抽出し、更に社会参加・交流の情報として(v)会話量及び発言内容、(vi)インタラクション状況を解析

した。 
以上の段階を踏み、新価値 IKIGAI の 3要素(H/E/S)の主観測定値を基盤としながら、客観データの対応付け

を行った。さらに、特異値分解と座標変換の組み合わせにより、3 要素それぞれの指標に分解・パターン化し低

次元化する手法を考案し、主観データのクリアな可視化を行った。 
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